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平成２５年１１月９日 アイオン沢全景



アイオン沢は北上高地の主峰早池峰山の北斜面に位置し、アイオン沢流域は、
閉伊川支流の御山川（おやまかわ）に属する東西約５．４㎞、南北約６．０㎞の区
域で面積はおよそ３，２１３haです。
山地地形の特徴は、山頂部に緩い斜面を持つ円頂形をなしていることであり、
反対側の南向き斜面が急傾斜地をなし、一般的な山地地形とは対照的です。

地質は、古生層地帯に属するが、標高１，１００ｍ～１，２００ｍ以上の地域は蛇
紋岩で構成され、これに接して斑れい岩、輝緑凝灰岩が帯状に分布しています。

蛇紋岩は一般に風化しやすく浸食抵抗力の弱い岩石で、特に著しく変質を受け
たところでは割れ目に富んでおり、粘土化して膨張、大崩壊を引き起こしやすい
性質を持っています。

気象は、年平均降水量で１，２００～１，４００㎜、冬期の降水量はおよそ１００㎜
内外、積雪深は場所によって差異はあるが１ｍ前後です。

はじめに
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林況は、標高１，２００ｍ地帯まではブナ・ミズナラ・ヒバなどがみられ、これよ
り上部の１，４００ｍ地帯まではアオモリトドマツ・コメツガ・キタゴヨウ・ダケカンバ
等が多いです。

標高１，４００ｍより上部には、シャクナゲ・ハイマツが見られ、１，７００ｍ～１，８
００ｍより上部は岩石裸地となっています。

北斜面アイオン沢の標高１，１００ｍ地点右岸部には、国の天然記念物に指定
されているアカエゾマツの自生南限地があります。

なお、この地区は自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、森林施
業、管理技術の発展、学術研究等に資することを目的として、平成５年度に「早
池峰山周辺森林生態系保護地域」に指定されています。

アイオン沢崩壊地
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現在のアイオン沢全景 Ｈ２５．１１．９撮影

アイオン沢崩壊地
と施工区域

アカエゾマツ
自生南限地

治山作業道

作業道終点
標高1,200ｍ



カスリン台風襲来

昭和２２年９月８日、マリアナ諸島東方で発生したカスリン台風は、次第に勢力を
強めながら９月１４日未明に鳥島の南西４００ ｋｍの海上まで北上し、１５日未明に

紀伊半島沖の南で進路を変え、１６日に三陸沖をかすめながら北東へと去って行き
ました。

台風そのものは本州に近付くにつれ勢力を弱めていたとされ、進路も東海地方

から関東地方の太平洋岸をかすめただけであったため、強風による被害はあまり
でていませんでしたが、台風接近時の日本列島付近には前線が停滞していたと推
定されており、そこに台風によって南から湿った空気が供給され前線が活発化し豪
雨が発生。

これにより、宮古市では家屋の流失１０戸、倒壊４戸、浸水２３９３戸が被害に遭

い、災害全域でみると、死者１０７７名、行方不明者８５３名、負傷者１５４７名、その
他、損壊した住家が９２９８棟、浸水に至っては３８４７４３棟にものぼる大水害となり
ました。

昭和２２年 ９月１５日～１６日 カスリン台風襲来
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～茫然と立ち尽くす人々～ ～濁流を見つめる人々～

～２階まで迫る濁流～ ～決壊した堤防付近～

戦
後
治
水
史
上
に
残
る
大
雨

写真出典：関東地方整備局ホームページ



アイオン台風襲来
昭和２３年９月１６日～１７日 アイオン台風襲来

大きな災害をもたらしたカスリン台風の被害復旧もままならない翌昭和２３

年９月にアイオン台風が襲来し、東北地方は１６日から１７日にかけて甚大
な被害をもたらしました。

このアイオン台風の豪雨により御山川（おやまかわ）や薬師川が増水、河
川の氾濫と、石合沢では距離にして約１㎞、約２８haもの大崩壊が発生、土
石流により下流の被災した荒廃地は約４０haにも及びました。
石合沢の大崩壊により７０万ｍ3もの土石が流出し、御山川が堰き止めら
れ（土砂ダム）、その後土砂ダムが決壊したことにより閉伊川が氾濫、下流
域一帯が大惨事に見舞われました。

川井村郷土史によれば、石合沢の大崩壊が引き金となって山津波が発生
し、沢の狭い場所では水位が２０ｍも上昇したとされています。

下流での被害は、宮古市（旧川井村、新里村含む）の住民３７０余名が死

傷し、民家の全壊や床下浸水等の被害６２００戸余りに上り、更に濁流によ

死者 傷 者 全壊損失 床下浸水

旧 川 井 村 ５ １９４ ２３１

旧 新 里 村 ９ １２４ ２４１

宮 古 市 ９２ ２６４ ６４１ ４，７４９

計 １０６ ２６４ ９５９ ５，２０３

（参考）市町村別被害内訳

宮古橋下流付近向町の惨状宮古橋下流付近向町の惨状 下町付近より市役所前の惨状下町付近より市役所前の惨状水産製造場倒壊の状況水産製造場倒壊の状況
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傷し、民家の全壊や床下浸水等の被害６２００戸余りに上り、更に濁流によ
り鉄道や道路も寸断され、田や畑などのありとあらゆるものが飲み込まれた
といいます。

この大災害をきっかけとして、以後、石合沢上流部をアイオン沢と呼ぶ
ようになりました。



再び台風に襲われたアイオン沢
昭和５５年５月２１日
台風３号豪雨被害

昭和５５年５月２１日夜半の台風３号による豪雨が原因で、アイオン沢左
岸側約１．５haが崩れ落ち、約２万５千ｍ3もの土石が流出、それまでに施
工してあった渓間工５基が被害に遭いました。

しかし、被害があったとはいえ、土石流の勢いを弱めることにより災害防
止効果を十分に発揮し、下流にある国道１０６号や鉄道への被害を最小限
に抑えることが出来たといえます。

昭和５５年５月の台風災害直後の荒廃状況写真

堤体は破壊されたものの土石の流出を食い止めた
様子がわかります。

流出した大量の土石

直径１～２ｍ前後のものがほとんどで当時の土石
流のエネルギーの大きさ、災害の規模を窺い知るこ
とが出来ます。
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災害から復旧へ
御山川１号堰堤建設から

始まった復旧事業

左岸施工中の御山川１号堰堤左岸施工中の御山川１号堰堤 補修完成直後の御山川１号堰堤補修完成直後の御山川１号堰堤

御山川１号堰堤：長さ１０３ｍ、高さ１２ｍ、
体積５，９０８ｍ3施工当時、国内最大級
と言われていました。

アイオン台風災害後の本格的な復旧は昭和２５年から始まり、閉伊川に近く、
鉄道や道路、民家に近い場所から着手を開始しました。

それが「御山川１号」堰堤です。

昭和２５年から２年の歳月を掛けて施工され、当時のダムとしては国内最大
規模を誇るものでした。

現在でも約５６万ｍ3もの土砂を貯留することにより、下流域の保全が図られ
ています。

昭和３０年代に入ってからは、直接アイオン沢からの土砂流出防止のための

工事に着手し、以降平成２４年までの６２年間で総額３３億円を投じ、渓間工・土

留工の合計４７基、山腹工１１．２６haを施工、荒廃したアイオン沢の復旧と、
下流域の生活の安定を図るべく治山事業を実施してきました。
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と言われていました。
（写真左は平成２４年度補修状況、右は
補修後の状況）

現 在現 在



常に危険と隣り合わせだった復旧工事

当時の復旧工事の様子

Ｓ ３ ２ 頃 の 握 沢 練 詰 石 堰 堤Ｓ ３ ２ 頃 の 握 沢 練 詰 石 堰 堤 Ｓ ４ ０ 頃 の 石 合 沢 山 腹 工Ｓ ４ ０ 頃 の 石 合 沢 山 腹 工

昭和３０年前後の工事の様子を写した写真です。
急峻な斜面での工事は人手によるもので、常に危険と隣り合わせの作業でした。

Ｓ ４ ８ の 石 合 沢 治 山 工 事Ｓ ４ ８ の 石 合 沢 治 山 工 事 Ｓ ４ ９ の 石 合 沢 治 山 工 事Ｓ ４ ９ の 石 合 沢 治 山 工 事
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昭和４０年後半の工事の様子です。
この頃にはコンクリートを使用した治山ダムの施工も行われております。



新しい技術の導入

復旧工事の変遷

Ｓ ５ ５ の 握 沢 治 山 工 事 床 堀 風 景Ｓ ５ ５ の 握 沢 治 山 工 事 床 堀 風 景 Ｓ５５の握り沢治山工事コンクリート打設風景Ｓ５５の握り沢治山工事コンクリート打設風景

昭和５５年当時の工事の様子を写した写真です。
この頃には大型重機等が現場に導入されている様子がうかがえます。

H１４のアイオン沢治山工事でのモノレール敷設H１４のアイオン沢治山工事でのモノレール敷設 H１４アイオン沢治山工事で使用したモノレールH１４アイオン沢治山工事で使用したモノレール

8

平成に入ると、運搬手段にモノレールが登場、これにより作業効率が向上し、急
斜面での作業も安全かつ効率的に出来るようになりました。

しかし、崩壊危険地帯での工事に変わりはなく、常に土砂崩れ等に神経を配り
ながらの作業はやはり大変なものでした。



新たな復旧対策
～流域の安定を目指して～

土砂災害防止のため整備が進む渓間工

台風直後の復旧工事により新た
に整備された渓間工（コンクリート谷
止工）施工群。
階段効果による土石流等の流速
減衰と抑止に力を発揮しています。

「谷止工」とは、主に上流からの土砂
や土砂の流出防止を目的とした治山工事
（渓間工事）の工種の１つです。
その他、渓床に堆積している土砂の移

動防止を目的とする「床固工」があり、
これらを総称して治山ダムといいます。
なお、過去には「堰堤」という用語も用い
られていましたが、現在は治山事業にお
いては使われておりません。

平成時代に入ると、鋼材を使った
ダム等の施工が始まり、これにより
コンクリートでは今まで困難であっ
た急斜面の復旧工事が可能となり
ました。

「鋼製枠ダム」とは、鋼鉄の部材
（Ｈ鋼）を１つ１つボルトで枠状に組
み立て、その中に栗石等を詰め込
むタイプのダムです。

工事の省力化を図ることが出来、
現地の石を利用できることや、冬期
間でも施工できる等の利点がありま
す。（アイオン沢は鋼製枠土留工）

平成 ２ ６ 年 ６ 月 １ ９ 日 ア イ オ ン沢上流部平成 ２ ６ 年 ６ 月 １ ９ 日 ア イ オ ン沢上流部昭 和 ５ ５ 年 頃 遠 望 箇 所 よ り 撮 影昭 和 ５ ５ 年 頃 遠 望 箇 所 よ り 撮 影
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アイオン沢

２２６林班 ３２０林班

アイオン沢流域の治山施設配置状況

滝 ノ 沢

アイオン沢、滝ノ沢合流地点近辺より遠望

アカエゾマツ
自生南限地

谷止工 床固工 鋼製枠
土留工

N

アカエゾマツ
自生南限地国道106号線

（至）宮 古 市

（至）盛 岡 市

閉 伊 川

早 池 峰 林 道

御 山 川

握 り 沢

石 合 沢

闇 隅 沢

運搬路（石合沢＝2.3㎞）

運搬路（アイオン沢＝2.2㎞）

アイオン沢

滝 ノ 沢
崩壊地（昭和２３年発生）

崩壊地（昭和５５年再崩壊）

早
池
峰
山

（中 岳）

ＪＲ山田線

0
0.5 1.0

アイオン沢下流部の御山川１号堰堤 10

S27年
御山川１号堰堤・副堤施工

S58年
御山川2号堰堤施工

S56～S57年
御山川3号堰堤施工



治山施設の防災効果

金平沢治山工事（早池峰山北西部に位置する同一流域）
平成１７年～施工

渓間工（鋼製枠）により大岩石が
食い止められた様子。
（平成１９年９月発生台風９号）

これにより、下流域への土石流が
食い止められました。

「土石流」とは、土砂礫、時には巨岩や樹木等が水と一体となり、流体として渓流を流下
する現象のことを言います。
移動する速度が速く、また破壊力も大きいため大きな災害が日本各地で発生しています。
アイオン沢に隣接する流域である金平沢において、平成１９年９月の台風９号の豪雨に伴
い土石流が発生し、直径２ｍ前後の岩石、中には４ｍ以上もの巨岩が一気に流れ出ました。

土石流により流れ出した岩石類は、
このまま放置しておくと危険なため、
平成２０年度に破砕処理しています。
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緑が戻ってきたアイオン沢
昭和２２年、５５年災害から

現在に至る復旧状況

昭和23年アイオン台風
災害直後
およそ２８haもの面積が
崩壊。

昭和55年台風災害直後
それまでに施工した施設
が被災。

平成8年頃の復旧状況
崩壊した両岸に植栽等
によって緑が戻り、森林
地帯を形成。

各写真の が概ね同一箇所である各写真の が概ね同一箇所である

崩壊。 地帯を形成。

平成26年9月2日撮影
平成8年と比較して治山施設群が隠れるほど樹木が成長。

昭和23年アイオン台風災
害から60年以上経過しまし
た。

その間、これ以上の崩壊、
土壌流出による下流への
被害を防止するため継続し
て治山工事を行ってきまし
た。

災害直後と現在とでは、
その復旧状況は一目瞭然
であり、先人たちのたゆみ
ない努力の賜にほかありま
せん。

これらの写真は、災害直
後から現在までの復旧の
経過を追ったもので、単に
治山事業としてのみではな
く、災害復旧の歴史として
も貴重な資料といえます。
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＜問い合わせ先＞

〒０２７－００２２
岩手県宮古市磯鶏石崎４－６
三陸北部森林管理署
℡０１９３－６２－６４４８ Fax０１９３－６３－４８７２

（署ホームページ）
http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/sanrikuhokubu/


